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部署訪問を通した新人看護職員への教育的支援の現状と方向性

〇植山さゆり１）　谷口亜紀子１）　黒崎明子２）　原口眞紀子２）

１）旭川医科大学病院　看護職キャリア支援教育担当

２）旭川医科大学病院　看護部

【目的】２０１７年度から専従教育担当看護師長による部署訪問を開始した。新人看護職員（以下新人と

する）の看護実践場面に同行後、新人に直接フィードバック（以下ＦＢとする）し、同内容を部署に報告し

ている。看護実践場面のＦＢ内容を分析し、教育的支援の現状把握と今後の方向性を明らかにする。

【方法】

期間：２０１８年５月～同年１２月

対象：２０１８年採用の新人７８名中７０名のうち、専従教育担当看護師長が新人の看護実践場面同行

後、ＦＢした内容９７件

訪問スケジュール：１部署１～２週間の訪問期間とし、１８部署を約４～５カ月ごと訪問

分析方法：ＦＢ内容を実践できていた点、強化すべき点に分けコード化する。その後、厚生労働省が示す

臨床実践能力の構造の看護技術を支える要素である「医療安全の確保」「患者及び家族への説明と助言」

「的確な看護判断と適切な看護技術の提供」の三要素、さらに三要素の各詳細項目をコード分類し、コー

ド件数は単純集計する。

【倫理的配慮】研究の趣旨と方法を文書で説明し新人には拒否機会を保障した。個人が特定できる内容は

記載せず、データ管理は十分配慮する。本研究は研究者所属の大学倫理委員会の承認後実施した。

【結果】コード数は２５６件。実践できていた点は、「医療安全の確保」では、タイムリーな先輩への報告１

９、適切なタイミングでの手指消毒１４、フルネーム確認の徹底１２、「患者及び家族への説明と助言」で

は、患者の理解に合わせケアの必要性、内容をわかりやすく説明２９、「的確な看護判断と適切な看護技

術の提供」では、ケアの必要性の基となる患者の観察・情報収集・アセスメント２０、は件数が多かった。

強化すべき点は「医療安全の確保」では、声出し指差し確認８、点滴時の酒精綿での確実な消毒５、曖昧・

抽象的・小さな声での報告ではなく正確に内容を報告４、「患者及び家族への説明と助言」では患者への

十分な説明・適切な言葉遣い・態度５、「的確な看護判断と適切な看護技術の提供」では手順に沿った看護

技術の提供５、は件数が多かった。中でも適切なタイミングでの手指消毒３１、が最も件数が多かった。

【考察】確認行為、感染予防である医療安全の視点は、実践できていた点も多くあったが同時に主に強化

すべき内容でもあった。今後は医療安全の視点を踏まえ実践場面における新人の教育的支援の継続、ま

た院内研修での教育ニーズへの活用が必要と考える。
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